
海舛科学技術センター試験研究報告JAMSTECTfi DEEPSEA RESEARCH （199C）

南奄西海丘における深海生物群集の観察

橋本　 惇＊1　藤 倉克則＊1　堀田　 宏 ゛1

1988年から1989年にかけ･11部沖縄トラフに位置する鹵 毫西海liにおいて．シー

ピーム，デ１－プ ，トウ，泗水測査船「しんかい2000」による一連の潔海馴査が実

施された．

その結果，南奄西淘丘の西側祠ｉ に存在するll!|地の露岩の割れ目や灰自色に変色

した祖粒砂底から，j頡･llの環境温皮よりも最鵬で8.8度ｇい観氏15度の温水湧出現

啝と．海綿讀・二枚貝懼・ハオリムシ頌・長尾顛・異jgl鰔および魚鰄から吠るおぴ

ただしいla1の深海北物群集が発見された．

この兄兒は，最近我がl司周辺海域から個;I?されている鈴水啗出現象や冷水湧出現

象に伴う深海生物群集と同様，内部大平洋海域におけるこの種の乍物群集の動袖地

理学的考察を行う上で極めてｉ 雙である．

Observations  of Deep  Sea Biological Communities  at the Mmami-bnsei

Knoll

Jun HASHIMOTO"J  Katsimori FUJIKURA*-

and Hiroshi HOTTA*J

From  1988  10  1989*  a  series ot  deep  sea surveys  weie  conducted  at the

Mutumi-Ensci  Knoll  with  Sea  Beam.  Deep  Tow  and  the  submersible

"SHINKAI  2000"  . The  study  sac  was  at (lie depressions. of  ilic western

slope  at the Minai.Eiisei Knoll, approximately  140km  westward  of the Ama-

mi-Ohshima  Islands.

Results  included  observations  of hydvothennal  fluid pourig  from  fissure in

rock  outcrops, cosrse sandy  bottom  showing  grayislt s≫M/c aJavaJto) i≫ ccOor.

and  dense  deep  sea biological communities  of sponges, deep  sea musslcs, ves-

timentiferan  lube  ivonm.  shrimps,  anomuran  stone  ciyhs. vcsioomyid  dams

and  tonguefishes

These  discoveries, as well as other more  veccnt findings around  Japan, con-

tribute significantly to the zoogeogiiipy  of hydrothftunal vents communities  m

the  western  Pacific Ocean.

/67



１．は じ め に

ガラパゴス沖の熱水噴出孔深海生物群集が発見

されて以 来(Corliss and Ballard. J 977 : Corliss

・j・I.. 1979), 太平洋海耨（Rise Project Group.

1980 : Desbruyeres el ｓl･. 1982）， オレ ゴ ンilll

(Sutss el al.. 1985), マIJアナ眥孤海盆（Ｈｅｓsleｒ

and Ohtａ. 1988）北フ ィジー海盆｛橋本ほ か，

1989 : Jollivet el al..1989｝などテクトニ カルに

活動的な海域のみならず，フロIJ ダ沖(Paull ，1

a i.. 1984). ルイジア ナ沖（Kenlicｕtl ll et al..

1985）などテ クトニカルに非活動的な海域から

も，化学合成細菌を牽礎生産者とする同様な深海

生物群集が報告されている．

我が国周辺海域においても南海トラフや日本海

溝（Ohtａ ，hlj..198?），相模湾（橋本ほか, 1987

: 橋本ほか.1988 : Hashimoto ｄ ・I.. 1989), 海

形海山（橋本ほか.1988 ）などから同様な深海生

物群集が報告されている。

i･縄トラフにおいては，その南西部で温水湧出

現象に伴うと推定される深海坐物群集が，中部で

は活動的な熱水マウンドが確認されている（桂ほ

か, 1986 : Kimura W al1988)  e

さらに，1986年には，陶奄西海丘の西側斜面に

点 在する一つ の凹地から海上保安斤水路部に よ

り，石英閃緑岩 一角閃石花崗岩・泥岩及びシロウ

IJガイ訓｛Ｑ砌laμl･･l sp.)の死殼が採集された

（海上保安庁水路都岩渕洋氏私僧 ）．

シロウリガイ類は，熱水活動に伴う深海生物部

癡を樹成する生物の一つでもあり，南奄西海丘に

おいても|同様な深海生物群架の存在が期待され，

1988年から1989年にかけて，シーピー厶，ディー

プ・トウ，「しんかい2000」などによるｰ･連の深

海調査を実施した．

ここでは，主としてディープ・トウと「しんか

い2000」による調査で得られた熱水活動に伴う深

海生物群集に同する若 二Fの知見について恨･;りす

る．

２．胴 査 海 岐

illl繩トラフは，我 が国南西部に位置する幅約

100k齡，長さ釣 】000hl の制長い凹地であり，そ

の中軸部では第三紀の広域不整合，鳥い地殻熱波

j;11.新鮮な火成y;のIll人．グラーベン榊遥や熱水

活助が確認されていることなどから，琉球弧の未

発達聖から活発拡大型に転じつつある竹孤海盆で

あ る と 考 え る 報 告 が 多 い(Kimura.  1985 :

Japanese DELP Resea ｒch Group ｏｎ Ｂａｃｋ-ａｒk

Basins.1986 : 桂 ほ か，1986 : Sibuet et gl ｡｡

1987)。しかしながら，最近の研暁によると，地

形，全磁力異常 一重力異常などのデータから，illl

純トラフは東海陸棚から続く伸張帶と島弧が重な

る位吐に地形された，未だ背孤海盆にまで発達し

ていない背孤凹地であると報告されている( 力||湎

ほか，1989)。現在のところ，沁縄トラフの成因

については未だ論議の的ではあるが，いずれにせ

よ注目されている( 木村｡1989) 。

奄災大鳥西方のjlll繩トラフ中柏陪丿辺には，多く

の不規則な形をした海丘郤がNE-SW 方向に迎な

っており。極めて複雑な海底地形を呈している。

南奄西海.liは。奄災大島西方釣140km に位置す

るその海丘甜の中の一つであり， 鍵径約2k 。の

檣円形の海丘であ る。その碵郤の水深は約550m

であり。西陥は覦やかに傾斜し水深約】150●の

ill･繩トラフ中軸部へと続いている{ 図 口。 今回

報告する熱水活動とそれに伴う深海止物群襲は，

陶奄西海｡『iの西側斜抓i域で確認された。

３．桔　　 果

198&年，他の調介に先立ち海中作業実験船｢ か

い よう｣ 装備のシーピームCG.|｡ 社裂) に よる

海底納密鮠形マッピング作業を実施した。図２に

調査海域のシーピーム・マ･，プを示す。今回の調

爽海域である曲奄内海丘の西部斜而域の海底地形

を 仝体 的 にみ ると， そ の北 西 部と 南東 部 が

ＥＮＥ･ＷＳＷ 方|;IJの構造線に より２簡所で切断さ

れているように見える。このことは，工業技術院

地質 調査所 が指摘していた 本海域 の ＮＥから

ENE 方向の迎断層の存在を裏付ける ものである

fTamaki el gl.｡1976}。そして。そこにはill[llが

100n･ から1000 ．裡度で. rnn を比高約10Dm の

急斜liiで回 まれた数個の【III地が点在している。今

【ljlの調査では。そ れら門地の中から図 ２に 示す

Ａ， Ｂ， Ｃの３つ の1111地を主な調査地点として選

定し. 1988 年6 JI と1989年６月に各1111】のディー

プ・ Ｆウ 鯛 査!DK88-2- ＯＫＮ. Ｄ】{89-|･ＯＫＮ}

を， また. 1988 年 ８月に2 1･il， 1989年７月に１

川，｢ しん かい2000｣ による潜航調介 ｌ第357 ・



/6り

358 ・428（!il潜航 ）を実施 した。

３。１　ディープ・トウ訓壼

深 部 の 水 深 は78011 で あ る ． デ ィー プ・ ト ウ

ソ ー ナ ー調韲 の結 米，11'|地 の 外側に は 人きな 岩石

の 露 頭 が 点 在 し てお り.  lBl 地 の 貼=|辺 は 高･t 差 約

10011 の 急 斜| 陷 こ収 り1川 まれ てい るこ と が 刊明 し

た．中 心 の平jll.部 は 釧 粒堆ll‘i物 にJI,j[く 槻 われ．中

心部 か ら 水 深750m 前 後 に あ る 川 縁 の芯,拿||峭 こ近

づく に つ れ． 海庭.|こに･譱 鵬 色もし くは灰 白 色の 小

製模な 変 色域 が多 く観察 される よ うに な る ．忽i 卜

面刪 部付 近 には ． 黄 糊色に 変 色した かな り 占い シ

ロウ リガ イ智iの 死殼 か合併 もし くは饂 弁状 態で 多

数散 乱 してい た! 町 貞 川 ． この シ ロウI｣ ガ イ垣

の 叱殼 散 乱場 所は 水深750m の 忽 斜 面堀 部 に 沿 う

よ うに 点 在 Ｌでい たが ．生11 を 確 認 する こ とは で

きな か っ た ．

ディープ・トウ調査は，幽奄叫 海丘西詞斜ifcift

における熱水活動とそれに伴う深海生物部集の探

素 を口的とし，まずディープ・トウ　ソ ーナーに

より調査海域の微細地形 を確,認した隘．ディー

プ ・トウ　ＴＶによる観察を行った．

３．１．１　Ａ凹地

】986年に海上保安庁水略部により．シロウリガ

イ類の死殼が廴;11:に裸集されたのはこの1111地であ

る．このII･l地はilljiが約600m のきれいな咄り鉢

咽を111しており．縁辺部の水深は670111.中 火111

jamstectr OEEPSEA RE ｓＥＡＲｃＨ （1陷ｎ



図 ２　 飼 杢 海 娘 と 調 査 測 蕕

破 線 ． 実 線 ， 点 糅 は 各 々 デ ィ ー プ ・ ト ウ　 ソ ー ナ ー ， デ ィ ー プ ・ ト ウ ＴＶ，「 し ん か い

2000J の 調 査 濡 纖 を 示 す ． 矢 印 は 凹 地

F 咏2　Survey Area with Surver  Tracks.

Dashed ljnes.conlil ｕｏ●s lines and dolled lines indicate the deep low sonar  tracks,  (he

deep  tow TV tracks ａ●d Ihe ･IS Ⅲ ＮχA1 2000 ’･ tracks. respciively.  The arrows repre･

sent  the  depressions.

3.1.2　 Ｂ凹地

この逆洋梨型の凹地は， 海洋科学技術セ ンター

が実施した1988 年のシーピ ー厶凋 査により発 見さ

れた もので，その 直径は111人で約1000m ，緑辺部

の水深は 約650m ，jli深 部 の水 深は 約780・ であ

る。こ の11り地の外側には，絹粒堆積物に薄く咬わ

れた巨 人な露頭が観察され。 露頭の問 には 角礫や

根粒砂が堆積してい た。こ の¶ljl地 も岡 縁は高低差

約j00 ｓ の急 斜湎で取 り|川まれている。 この急 斜

面は， 直径歓10cm から数 ｍの卜 礫が王垣状に 積

み巾な ってお り。 水深約720m の急斜而裾部は ガ

リ状とな って川く細粒堆積勧 や粗粒砂に覆われた

･|り|!al;へ と続いてい る。1111地底には多 くの小 規杖

な灰|‘j色の変色域 が点在しており，特 にj司縁の忽

μl

斜面黔1部付近に多い傾向を示した。そして，細粒

堆積物上には直径数 ｍｍの軽石が広範囲にわた り

散らばっていた。

Ａ凹地と|呵様，このlll］地においても急斜面細部

に沿ってシロウリガイ釧の死殼散乱場所があり，

数個体の生貝も観察された。また｡I"!地laj辺の根

粒砂や細粒堆積物に覆われた平刈部においても，

死殼が散乱している場所が確認された。平坦なtul

地膿の北東部から南部域にかけて。多くのノヽオリ

厶シifl (Vestimcntifera】が単体毎に生管のおよ

そ2/3 を堆秘物中に埋め｡ ’･Xつた状態で生息して

おり，その唯心域釟丿辺の底質は褐色の繼粒堆積物

に薄く覆われていた。このﾉ オヽリムシ類群生地

は， ディープ・トウの側線に沿９て200m 以Jに



わたり逆続的に観察され，ステレオ写真解析によ

り。その分布密度は10個体/ｍ２以上であると埀定

さ れた。 灰白色の変 色域周辺 にはエゾ バイ科

(Buccinidae) に属すると思われる大型腹足鯒が

散見された。ディープ・トウ剽査では。明かな熱

水噴出現象は確認できなかったが，熱水活助に伴

うと考えられる濠海生初の分布状慂からして．Ｂ

凹地では部分的にではあるが熱水活動が起こって

いることが推定された。

3.  1.  3　 Ｃ凹地

Ｂ凹地とlljl様，1988 年のシービーム調査により

発 兇さ れた直径約1300m の凹地であり，その北

西部と南東部にある二つの凹みが連なって一つの

凹地を形成している。北西部の凹みの 最大水深は

&710m, 南東部の凹みの最大水深は約720m で。

その中間 に水深約670『ｌ の平 坦部が広がって い

る。他の凹地と同様，その周縁は忽斜而で取り同

まれており，急斜而の中腹には巨礫が玉垣状に積

み重なっている場所がある。北西部に凹みの中心

部は榲粒砂に厚く縦われ，その上には多くの礫が

散在していた。周緑の急斜面には溽く繼粒堆積物

に杖われた露頭が連なり，その表iliには高密度で

付着する直径３ｃｍ から10cm 程度の大きさのガラ

ス海綿却(PI 。。lola sp. ?)やカイロウドウケツ

類{ £l,μtttella sp.,)が観察さ れた が，この北西

鬪の凹みでは，変色蛾など熱水現象の兆候は確認

されなかった。

二つの凹みのllljの平坦而には。多くの口礫が故

在しその間を粗粒砂が埋め尽くした場所と，以く

指教砂に覆われた場所かあり，共に多くの小規模

な灰白色の変色域が点在していた。霍粒砂上には

IJツプル７ －クが観察されることがあり，場所に

よってはかなり強い底屑流が有ることが黴定され

た。忽斜祗i裾部や凹地の周隷にシロウリガイ類の

死毅散乱場所が連綻していた。平坦面の中央部に

は小さな露頭の高ま|】があり，その詁】辺では灰白

色の礎色域と若干のシロウリガイ顴生息とハオリ

ムシ傾が硫認され，急斜而眤部や11!|地の縁辺郤に

はシ・ ウリガイ類の死殼が散乱していた。

i匆束佃の1*1みの中心部の平坦地は。その様棚が

'‾'礎する。周緑の急斜ii で水深が640m を越す辺

りには薄く加|粒堆積物を餓った巨人なＳ 靤があ

り，そ の上にはガラス海綿煩が極 めて高密度に付

着成育している。 露頭 と露頭との問には堋粒砂も

しくは細 粒堆積物が堆積 してお り， 灰白色の変色

域が所 々に 観察 された。 そして， 水深700m を越

す凹地中心の平坦郤には巨 大な蹂 もしくは露頭が

あり，そ の衣面には根粒砂が堆積 している。 根粒

砂は黒色 に変色 している場所が多 く，所々に灰白

色の変色域 も認められた。 灰白色 もしくは黄色に

変色 した礫や露岩上には海綿頌が極めて高密 度に

付着 し， その閧 を埋める根粒砂上には小型の廬足

顫やヌ タウナギ科に属する魚類（ ムラサ キヌタウ

ナ ギ？：Qlal 叭1,ｓ lii,lasla･II･ｓ ）が 高密 度に 生息

して い た。 ま た， お び た だ しい 量 の イ ガ イ科

(Mytilidac) に碼 する 二枚貝が 覆うように付着し

ている露頭も発見された。 その露頭裾部の粗粒砂

上では小さな 気泡を含む“ゆら ぎ”と. ft み重な

った状態のイガイ科
二枚 貝の死殼 が硫認 され，変

色域 周辺ではエ ソイバ ラガニ奮目 角,・j。,lis sp.)

もデ ィープ・トウに搭載した ステ ィルカメラによ

り撮 彫さ れた。 写真 ２に典 型的な Ｃ凹 地南 東部

の海底 を示す。

３． ２ 「しん かい2000 」潜航調査

潜航調 査は， 生物畔集とそ の坐息 環境 の生物

学的 ・地球化学的特性 を調べるこ とを目的 とし，

主 として 目視・ＴＶ・ ステレ オカ メラによる観察

記録， トラップ・グラブ式採泥器 一枝状採泥器・

バ ンドーン横 型保水器による採集, CTD ・精密沿

度針などに よる環境計測を行 った。

３． ２． １　Ｂ凹地

こ の凹地では，デ ィープ・ト ウ調査の結果分布

が葭 認された凹地中 央郁におけ るハ オリ ムシ捌お

よび シロウリガイ細のコロニ ーを主な ターゲ･アト

とし. 1988 年に２回 の潜航調査を実施した。

凹 地東側縁 辺郎の急斜而に迎なる緩斜
・ 途中の

浅い 窪地において。 ２齠 類のハ オlj ムシ碵加0 な

い し300 個体 からなるコロニ ーに愚遇した｛写真

３｝。こ の窪地は露頭に収 り|川まれてお り。 角囎

が がIJ状に積 み重なった場所であ る。 角喋の間に

は糎粒砂が厚 く堆積してお り， 灰白色の変色域が

多 く観察された。 このコロニ ーを中心 としてiMI

15n’ない し20m 穐li の範囲の 角雌やａ 頭は。おび



た だ し い 最 の 海 綿 顛 や ケ ヤ リ ム シ 科

（Sabellidae ） の 多 毛 捌に 覆 わ れ て お り ， 海 底 が嶌

っ白 に 見 え る 程 であ っ た。 ハ オ リ ム シ コロ ニ ーの

中 心 部 の匍 粒 砂 上 や角 礫 の割 れ 目な と’から は 。 目

視で 随 認 で きる 程 度 の “ ゆら ぎ” が 認 め ら れ ， 川

囲海 水 温度 よ り約2.9 度 商 い 摂 氏9.9 度 の 冷 水 が 湧

出 し てい た。 こ の 湧 出 水 をサ ンプ リ ング し た とこ

ろ 強 い 硫 化 水 素臭 が し ， 分 析 し た 結 米,  2.6ppm

の 硫 化 水 素 と2200111/kg の メ タ ン が 検 出 さ れ た

(Kim 11 ・i.. 1989) 。 コ ロニ ーを形 成 す る ハ オ リ ム

シ類 は ， 相 互 に 絡 み 合い 角 礫 の 割 れ 目 や 下側 に 根

付 く よ うな状 態 で 生 息 し て い た 。 ハ オ リ ムシ 類 の

生 管 の 表 而 に は 海 綿 類 と 白 色 の繊 維 状 物 質が 付 着

してお り ，特 に 群 落 の 中心 部 の 生 行 は 白 色の 破 維

状 物 貿 で 嶌 っ 白 であ っ た。 ２種 の ハ オリ ムシ 細 の

うち少 な く と も１植 は 。 柔 ら か く ラ ッパ を積 み 重

ね た よ うな 生 管 や. ｖｅｓtiment ｕｍ.0bt ｌｒａｃｕlaｒ の

形 憊 的 特 徴な ど から 。 利模i 弯な ど で 報 告 され てい

る ハ オ リ ム シ類 （£ａ。I・jj,Iねracfii・sp.) と は 別 棧 で

あ ろ う と碓 定 さ れる （ 東京 大 学海 洋 研究 所 太Elj 秀

教 授 私 信3. 写 真 ３ に も撮 影 さ れ て い る が ， ノヽ オ

リ ムシ 類 の生 管 上 や 周 辺 の 角礫 上 に は ， 多 くの 小

墮 腹 足 類 が 認 め ら れ る。 採 集 さ れ た サ ン プ ル か

ら ， こ の腹 足 頬 は リ ュ ウテ ンサ ザエ 科 に 賦 する 新

属 ・ 新種 の 腹 足 類 であ る こ とが 利 明 し， シ ンカ イ

サ ン シ ョ ウ ガ イ ｛711・。,l・ｃ・11・lia jllj･･ａｓl㎡ ｝ と し

て 記 職 さ れた （Ok ｕlani aod F ｕjikｕrａ,1990 ）。¨ゆ

ら ぎ” 周 辺 に は ２ 個 体 の シ ロ ウ リ ガ イ 飢

化al 炉1吠el･ａ sp.) が ， 相模 湾 初jXIII や 沖 ノlll堆 と

1可様 ｛橋 本ほ か.  1987 : 橋 本 ほ か ，1988 : lla ｓl,i･

（ｌｏtoflal.,1989 ）， 殼 のI/3 か らI/2 を 雹 粒 砂 中 に

埋 め 立 っ た状 悠 で 止 息 し て い た。 ま た 。･‘ゆ ら

ぎ’･の 近 くに あ る 角礫 上に は ２個 体 の シ ン カ イヒ

バ リ ガ イ（仮 称卜 愬が 付 着 し てい た 。 この シ ンカ

イヒ バ リ ガ イ圸 は ガ ラ パ ゴ スリ フ トな どか ら 報告

さ れ て い る 角 心･ 。totli・j。ｓ 111・ｎ･lφljjllｓ と は 鰓 や

後 収 足 笳痕 に 共通 点 はあ る が ， 外 套汳 の 形 態 な と’

に相 違 点 があ る こ と な ど か ら， 亜 科 レ ベ ル で 咒な

る 新 種 の イガ イ斟 二 枚 貝 類 と 考 え ら れ る｡ そ し

て， こ の シ ンカ イヒ バリ ガ イll は ，同 じ く中 部 沖

縄 ト ラ フに 位 置す る 伊是 名 海穴 ・ 伊･卩屋 小海 嶺 で

艇占 的に 生 息 する シ ンカ イビバ リ ガ イｌ 口 加 藤 ほ

か｡1989 : 木 村 ほ か，1989:IH 中 ほ か.  1989) と

は 別秡である と思われる。 その他。 この群集で は

白 色 の シ ン カ イ コ シ オ リエ ピ 顛 （jW,J,lid￥ｓiｓ

ｓp.）， イバラ ガニ 贖（多 分，ａ・。j。IIlｓ ｓp.）， ゲン

グ 利二 Ｚｏａｒci（lae）・カ ジカ科(Cottidae) に属す

る魚類が観察 された。

191地周縁の急斜面謝 都の租粒砂底に も灰 白色の

変色峨があ り， その周辺には シロウ リガイ類の生

貝 と 多 景 の 死 殼 お よ び エ ソ ボ ラ 科 腹 足 類 葡

（jNrゆ1。,lｓ i,jｓl,ldｓ oal,ｓla）が観察 された。 採集

されたシロ ウリガイ顛 とシンカイビ バリガ イ煩の

透遇 攅電子 顕微 鏡覿察に より，鰓に内 部共生 して

いる化学合 成細菌 の存在 が確認 され た。

デ ィープ ・ト ウ調査で 靦察 された凹 地1! 詞底の

平坦郤のハ オリ ムシ邵生地は， 分布密 度の高低は

ある もの の｡200mX200r ｌ 以 上に わた り分布 して

いるこ と が確 認 された。 海底 下30cm の 温度針測

を行 った ところ，闘 囲海水 温度 より0.1 疫以 上高

い温度 災常 が確認 され， 海底下 からの冷 水湧出 現

象のIlf能性 が示唆 された。 写臭 ４にハ オリムシ顫

の群生状璢 を示す。

3.  2.  2　 Ｃ 凹地

こ の1111地で は，デ ィープ・トウ調 査の結 果分布

が確認 された南東側 のシンカイヒ バリガ イ碵の群

生地を主な ターゲ フトとし， 裸海生物群集の種構

喩を渭べ るための観察 とサ ンブIJ ングを主なrl 的

として｡1989 年に 】回 の潜航測寛を実綣した。

こ の1111地の南東憮|凹 みの底 部は1000mX1200 ●

程度の広 さを有し，そ の高低簾は釣10m で比歓的

平坦であ り，表 而にお びただ しい量の海綿簡 が付

着 する琳頭や卜 人な角礫が散在してい た。 露頭や

角礫の隙|剛 こ堆 積してい る霍粒 砂は灰|’･|色に 変色

している ところ が多く， 至る ところから気池 を伴

う温水が湧出 していた。 初出孔 直上の海水温度は

摂 氏6.2 度 の周 囲海 水濫度に 比べ8.8 度高い摂 氏

15.01変を示 した。 その後。 柳出孔 付近 の海底下約

20cll の 温度 計測 を試み たとこ ろ， 摂氏50 瞳まで

計ij!ljljf能な精密温度計を使用していたため。 セ ン

サ ー郤が底 質I･Ｈこ知人 されると|･･j14に オーバーフ

ロ ーして し ま,Ｊた。 こ の畤 紀録 され た酘la 温度

は。 摂氏,55.7R であ った。

濫 水湧出 孔周辺 の琳頭 や角礫J に は，BIljl地で

採集 されたものとは 鳬なる と推定 される シンカ イ



ヒパ リガイ齠 が・ 密充墹状 態で付 着し，そ の上に

はモエピ 科(Hippolylidae. £。赫ｃ。ｊ sp. ?｝ に属 す

る ２ 槌 の 挺 尾 類， シ ンカ イ コ シ オ リェ ビ 頴

GWI。a idopsis sp.）｡エ ソ イバ ラガニ 顛 が多 く生息

してい た（写 真５）。

こ のシンカイヒバ リガ イ頻は。 伊是名海穴・伊

平ｌ 小海嶺で 優占的に生息するシ ンカイヒバリガ

イ顛 と同種である と思 われ，現在。 分類学的検肘

を行 ってい る。こ のシンカイヒバリガイ顛のう ち

大 型個体 の鰓 に は， きわ めて 高い 確率でＳ・djl･｡

加り･･･ｇ 属 に属 する 新捶 のウロ コ ムシ頴 （鹿 児 鳥

大学 三洲知 之博士私信 ）が外部寄生してい た。

また， ２種のモエ ビ科長尾類の内の １種は， 伊

平屋 小海嶺で 採集 されたモエピ科長j4 頸 と1司秡で

ある と考えられるている （東京大学海洋研究所太

田 秀教 授 私 信 ）。 こ の 鎚尾 頷は 柾 めて 敏捷 であ

り。 シ ンカ イヒバ リガ イ矧 など をマ ニ ピ ュレ ー

ターで 潰す と， すぐにそ れに畔が り紬食 を闘始 す

るのが観察 された。

採 集され たエ ソ イバラガニ黷は， 甲殻に小さな

粒状突起があ るこ と，鷄鯰域・肝域の闘叙には 鋸

状 廁があるこ とお よび俊鰓域仰縁に鳥冠状突起 が

あることな どとい った特徴 から， 新種のエ ソイバ

ラガニ 貊｛エ ンセ イェ ソ イパ ラガニ ：癶1．j。。liｓ

J`ｓ･･ljlgi｝ として 記職 された（Ｔａｋｅｄａ and Hashi-

nolo.  1990)o

更に。温 水湧出 孔の周辺の根 枚砂底で は，小笠

原 諸鳥父鳥の西･方にあ る海形カ ルデ ラKC 峰中 央

火口 丘で齟 絶され た熱水活動に 伴う深海!|二物俳集

C鵬本ほか，1988 ）を構 成す る生物 の一つ と同 様

な， ウ シ ノシ タft  (Cynoglossidae) 魚類 が数10

個 体観察 され た（写 真６ ）。 その他，湧出 孔訪|辺

では ハオリムシ類。 シ ンカイサ ンショウガイ， ヌ

タ ウ ナ ギ 科 （Eplatｒelidae）・ ゲ ン グ 科

(Zoarcidae) ・カ ジカ科 （Ｃｏｌtidae）に 属 する 魚

顛が観察 された。

湧出孔 から離 れた急斜而裾部の徂粒 砂上に も灰

白 色の変色域が多 く認められ， そこにlj シロ ウリ

ガ イ慙の生貝と死殼お よびエソ ボラ類（Ｎｃｐt,lnea

insularis robusta)  ft 確認 され た。 シロ ウlj ガ イ

類生,皀|よパッチ を形成 しておらず変色域 のす ぐ近

くに点在 してお り，その 分布密 度は４～ ５個体／

ｍ２程 度で あ っ た。 そ して， 礎 色域 の 海底 下約

20cm では，周|畄海水温度摂氏6.4度に比ぺ１度以

上高い温度異常が計測された．

温水湧出域から離れた地点の海底付近には，ギ

ン ザ メ 科 ＣＣｈｉｍａｅｒidae) ・ チ ゴ ダ ラ 科

(Ｍ・ridae)・ソコ ダラ科 ６･lacrouridac)に飆す

る 魚 類 が， 中 層 に は ソ ト オ リ イ ワ シ 科

(Ｎｅｏscopelidae)魚類が散見された．

４．お わ り に

今回の調査の結果，廁奄西海丘においても中部

沖純トラフに位置する伊是名海穴や伊平屋小海嶺

と|可様． 熱水現取とそれに伴う深海生物昨集の存

在ｱう喟IE認された．

南奄西海丘西側斜面域における熱水性深海生物

群災の特徴は，温水湧出孔を中心とした広い範鬪

にわたり海綿煩が優占的に分布しており，湧出孔

周辺の狹い範囲には熱水性生物俳集を諞成する生

物として知られるハオIJ ムシ顫，シロウリガイ

顫．シンカイヒバIJガイ類などがパヅチ を形成し

艇占的に生息していることである．そして．マリ

アナ海域や北フィジー海盆の熱水喰出孔岡辺で唖

占 的 に 生 心 し て い る 腹 足 類 や 短 尾 類

(bylbogｒaeid crabs)を欠くが， 伊平屋・IJ1是名

海域で観察されているモエピ科長尾類やシンカイ

コシオIJエビ釧，海形海山海域で観察されたと|同

様なウシノシタ科魚類なと'共通の生物も生息して

いることにある．1剌奄西海丘における温水湧出現

摯に伴う深海生物群集は．その碵搆成からして既

に報告されている我が国周辺の川様な生物群集の

特徴を合わせ持っており．分類学的観点のみなら

ずその伝播俄構解明のための手掛かl】としても極

めて興味深い．

･11j奄西海丘西側斜扣i北部に位置するA 111】地で

採集されたシロウIJガイ釧の死殼のC11 年代は，

1170 ±84)年との報告QI 】葹ほか，19891 があり．

また，観察された深海底変色域の状況や熱水活動

に伴うと推定される生物の生息が確認されなかっ

たことなとから，本鯛査海域北部の熱水活動はほ

は停|llもしくは停1卜.しつつあるものと推定され

る．そして. I≪I3に示す生物畔集の分布状態や湧

出する温水の温度計測結果などから．本調査海域

では1杤部に行くに従って．その活誦度が鳥くなる

簡向にあることが明らかとなった．



・3　T･j 奄 西 海丘西側斜面行きにおける濫水湧出現 象に伴 う深海生物昨築の分布

○：シロウリガ イ加死般潰乱場所

●：シロウリガ イ煩生息場所

▲：ハオリムシ鶯生,Q.場 所

●：シンカイヒバリガ イ顫生息場所

Fig. 3　Distribution of lhe deep ｓｔa biotongicsl ccnlnlunilies with warm  seep on lhe wester･n

slope of lk Mi  n?mi-Ensci Knoll.

０ : Thanatoceaoses ・I C｡1渟1叨llla

●:Living  Caljptoge･10

▲:Vestimtntireran tube worms

■:Dense bed ｓ ol deep sea mussels

今回の倒齊で観察された生物のうち，ゲング科

魚鎖は，硫化水素など一般の生物にとって碓性を

小す物質の含まれる熱水噴出孔や冷水湧出城周辺

に生息する生物として知られている。 しかし，C

Illl地の漏水湧出孔周辺には偶柬性と推定されるヌ

タウナギ抖・カジカ朞・ウシノシタ科に属する魚

朗が温水湧出孔川辺に数多く生息していた。Ｃ門

地における汕出水の化学分析は行っていないが，

このことは，底層流により有毒物質が拡倣するた

めと考えられる。

今後。 俔1に詳細な４.物学的調査を継続するy` 宛

1７４

であるが，化学・地質学など他分野の研究者の参

加が望 まれる。
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